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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
真
・
恋
姫
†
無
双
　
零
崎
繰
識
の
人
間
関
連

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
０
６
７
Ｌ

【
作
者
名
】

　
無
音
Ψ
無
心

【
あ
ら
す
じ
】

　
「
零
崎
一
賊
」
―
―
そ
れ
は
“
殺
し
名
”
の
第
三
位
に
列
せ
ら
れ
る
殺
人
鬼

ぜ
ろ
ざ
き
い
ち
ぞ
く

の
一
族
。

“
殺
戮
衝
動
”
こ
と
デ
ス
サ
イ
ス
を
操
る
、
零
崎
繰
識
。

ぜ
ろ
ざ
き
く
る
し
き

突
如
と
し
て
現
れ
た
橙
な
る
種
―
―
想
影
真
心
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
彼
は
異
な

る
世
界
へ
と
転
生
す
る
。

果
た
し
て

そ
こ
で
彼
を
待
つ
物
と
は
…
…
？
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登
場
人
物
紹
介

曹
操
（
そ
う
そ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
魏
の
王
。

夏
侯
惇
（
か
こ
う
と
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

夏
侯
淵
（
か
こ
う
え
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

荀
或
（
じ
ゅ
ん
い
く
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

許
緒
（
き
ょ
ち
ょ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

典
韋
（
て
ん
い
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

程
立
（
て
い
い
く
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

郭
嘉
（
か
く
か
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

楽
進
（
が
く
し
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

李
典
（
り
て
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

于
禁
（
う
き
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

劉
備
（
り
ゅ
う
び
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
蜀
の
王
。

関
羽
（
か
ん
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

張
飛
（
ち
ょ
う
ひ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。
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諸
葛
亮
（
し
ゅ
か
つ
り
ょ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

鳳
統
（
ほ
う
と
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

趙
雲
（
ち
ょ
う
う
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

馬
超
（
ば
ち
ょ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

馬
岱
（
ば
た
い
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

黄
忠
（
こ
う
ち
ゅ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

璃
々
（
り
り
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
幼
女
。

厳
顔
（
げ
ん
が
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

魏
延
（
ぎ
え
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

孫
策
（
そ
ん
さ
く
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
呉
の
王
。

孫
権
（
そ
ん
け
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
呉
の
姫
。

孫
尚
香
（
そ
ん
し
ょ
う
こ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
呉
の
姫
。

黄
蓋
（
こ
う
が
い
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

周
瑜
（
し
ゅ
う
ゆ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

陸
遜
（
り
く
そ
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。
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甘
寧
（
か
ん
ね
い
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

呂
蒙
（
り
ょ
も
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

周
泰
（
し
ゅ
う
た
い
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

董
卓
（
と
う
た
く
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
少
女
。

賈
駆
（
か
く
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

呂
布
（
り
ょ
ふ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

陳
宮
（
ち
ん
き
ゅ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
軍
師
。

張
遼
（
ち
ょ
う
り
ょ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

華
雄
（
か
ゆ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

袁
紹
（
え
ん
し
ょ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
袁
家
の
子
孫
。

文
醜
（
ぶ
ん
し
ゅ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

顔
良
（
が
ん
り
ょ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

袁
術
（
え
ん
じ
ゅ
つ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
袁
家
の
子
孫
。

張
勲
（
ち
ょ
う
く
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
武
将
。

張
角
（
ち
ょ
う
か
く
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
歌
手
。
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張
宝
（
ち
ょ
う
ほ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
歌
手
。

張
梁
（
ち
ょ
う
り
ょ
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
歌
手
。

公
孫
賛
（
こ
う
そ
ん
さ
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
幽
州
太
守
。

貂
蝉
（
ち
ょ
う
せ
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
？
？
？
？
。

華
佗
（
か
だ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
医
師
。

卑
弥
呼
（
ひ
み
こ
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
？
？
？
？
。

馬
騰
（
ば
と
う
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
涼
州
盟
主
。

零
崎
繰
識
（
ぜ
ろ
ざ
き
・
く
る
し
き
）
―
―
―
―
―
―
―
殺
人
鬼
。

零
崎
零
識
（
ぜ
ろ
ざ
き
・
ぜ
ろ
し
き
）
―
―
―
―
―
―
―
殺
人
鬼
。

零
崎
機
織
（
ぜ
ろ
ざ
き
・
は
た
お
り
）
―
―
―
―
―
―
―
殺
人
鬼
。

零
崎
人
識
（
ぜ
ろ
ざ
き
・
ひ
と
し
き
）
―
―
―
―
―
―
―
殺
人
鬼
。

匂
宮
出
夢
（
に
お
う
の
み
や
・
い
ず
む
）
―
―
―
―
―
―
殺
し
屋
。
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本
郷
一
刀
（
ほ
ん
ご
う
・
か
ず
と
）
―
―
―
―
―
―
天
の
御
遣
い
。

石
丸
小
唄
（
い
し
ま
る
・
こ
う
た
）
―
―
―
―
―
―
―
―
大
泥
棒
。

想
影
真
心
（
お
も
か
げ
・
ま
ご
こ
ろ
）
―
―
―
―
―
―
橙
な
る
種
。

哀
川
潤
（
あ
い
か
わ
・
じ
ゅ
ん
）
―
―
―
―
―
―
―
―
赤
き
制
裁
。

西
東
天
（
さ
い
と
う
・
た
か
し
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
最
悪
。

石
凪
刀
夜
（
い
し
な
ぎ
・
と
う
や
）
―
―
―
―
―
―
―
―
―
死
神
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
―
―
―
―
戯
言
遣
い
。
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第
一
幕
…
…
曹
操
と
の
関
連

楚
の
国
に
祭
祀
を
司
る
者
が
い
た
。

そ
の
召
使
た
ち
に
大
き
な
酒
壺
に
入
っ
た
酒
を
与
え
た
。

彼
ら
は
話
し
合
っ
て
言
っ
た
、
「
数
人
で
こ
れ
を
飲
め
ば
足
ら
な
い
が
、
一
人

で
飲
め
ば
余
る
ほ
ど
だ
。
ど
う
だ
ろ
う
、
地
面
に
蛇
の
絵
を
描
い
て
、
最
初
に

描
き
終
え
た
者
が
酒
を
飲
む
こ
と
に
し
よ
う
」
と
。

一
人
の
男
が
ま
ず
出
来
上
が
っ
た
。

彼
は
酒
を
引
き
寄
せ
て
今
に
も
こ
れ
を
飲
も
う
と
し
た
。

そ
こ
で
、
左
手
に
酒
杯
を
持
ち
、
右
手
で
蛇
を
描
き
な
が
ら
、
「
お
れ
は
蛇
の

足
ま
で
描
け
る
ぞ
」
と
言
っ
た
。

そ
の
男
が
描
き
あ
げ
な
い
う
ち
に
も
う
一
人
の
蛇
が
で
き
あ
が
っ
た
。

そ
の
男
は
酒
壺
を
奪
い
取
り
、
「
蛇
に
は
も
と
も
と
足
が
な
い
。
ど
う
し
て
足

が
描
け
る
の
か
」
と
言
っ
て
、
そ
の
ま
ま
酒
を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。

蛇
の
足
を
描
い
た
男
は
、
結
局
酒
を
飲
み
損
ね
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
（
蛇
足
／
戦
国
策
・
斉
策
）
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第
一
章
…
…
「
（
非
）
」
（
前
書
き
）

「
さ
あ
―
―
零
崎
を
始
め
よ
う
」
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第
一
章
…
…
「
（
非
）
」

Ψ俺
は
、
彼
ら
に
拾
わ
れ
て
育
て
ら
れ
た
。

『
零
崎
一
賊
』
。

彼
ら
は
、
そ
う
呼
ば
れ
る
一
賊
の
人
間
だ
っ
た
。
そ
れ
は
理
由
を
持
た
ず
に
人

を
殺
す
『
殺
人
鬼
』
の
集
団
。

し
か
し
…
…
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
、
彼
ら
は
俺
を
殺
さ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
俺
は
『
殺
人
鬼
』
に
な
っ
た
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
別
に
彼
ら
を
恨
ん
で
は
い
な
い
。

『
零
崎
一
賊
』
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

目
の
前
に
橙
色
の
悪
魔
が
迫
っ
て
い
よ
う
と
も
。

俺
の
彼
ら
に
対
す
る
感
謝
は
揺
る
が
な
い
。

零
崎
零
識
と
零
崎
機
織
に
対
す
る
感
謝
は
―
―
。

「
…
…
…
…
」

橙
色
の
そ
い
つ
は
何
も
言
わ
な
い
。

そ
し
て
、
表
情
を
変
え
る
こ
と
な
く
俺
を
殺
し
た
。

Ψ「
ざ
ぁ
～
ん
ね
ん
で
し
た
。
天
国
に
行
き
そ
び
れ
た
ね
ぇ
」
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白
髪
で
眼
鏡
を
掛
け
た
そ
い
つ
は
、
嬉
し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
…
…
誰
だ
？
」

「
僕
？
 
 

僕
は
神
様
だ
よ
」

「
神
様
…
…
だ
と
！
？
」

本
当
は
、
そ
ん
な
物
の
存
在
自
体
信
じ
た
く
は
な
い
が
、
ま
あ
い
い
。
話
だ
け

で
も
聞
い
て
み
る
か
。

「
…
…
そ
れ
で
、
そ
の
神
様
が
俺
に
何
の
よ
う
だ
。
俺
は
確
か
に
死
ん
だ
は
ず

だ
が
…
…
」

「
う
ん
。
確
か
に
君
は
死
ん
だ
ん
だ
よ
。
け
ど
…
…
…
…
あ
～
も
う
、
面
倒
臭

い
な
ぁ
。
説
明
し
て
く
れ
る
助
手
と
か
が
い
れ
ば
い
い
ん
だ
け
ど
な
～
。
ま
あ

…
…
い
い
や
。
そ
れ
で
ね
、
君
は
偶
然
に
も
転
生
者
に
選
ば
れ
た
ん
だ
よ
」

「
転
…
…
生
…
者
？
」

何
だ
そ
れ
？

「
つ
ま
り
生
き
返
れ
る
っ
て
こ
と
。
た
だ
し
、
君
が
今
ま
で
い
た
世
界
と
は
別

の
世
界
に
行
く
こ
と
に
な
る
ん
だ
け
ど
ね
」

「
そ
れ
は
…
…
願
っ
て
も
な
い
こ
と
だ
な
」

た
と
え
別
の
世
界
で
も
、
生
き
返
れ
る
の
な
ら
…
…
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。



12

「
じ
ゃ
あ
、
転
生
す
る
っ
て
こ
と
で
い
い
の
か
な
…
…
」

「
あ
あ
」

「
う
～
ん
…
…
そ
う
だ
ね
、
転
生
者
は
そ
の
特
典
と
し
て
、
願
い
事
を
一
つ
叶

え
ら
れ
る
ん
だ
け
ど
、
ど
う
す
る
？
」

願
い
事
か
…
…
…
…
そ
う
だ
な
…
…
。

「
錬
金
術
が
使
え
る
よ
う
に
な
る
っ
て
い
う
の
は
い
い
の
か
？
」

「
錬
金
術
…
…
ね
ぇ
。
ま
あ
…
…
い
い
っ
て
こ
と
に
し
て
お
こ
う
か
な
」

「
そ
れ
は
あ
り
が
た
い
な
。
で
、
俺
は
ど
ん
な
世
界
に
行
く
ん
だ
？
」

「
さ
あ
？
」

「
は
？
 
 

な
ん
で
お
前
が
分
か
ら
な
い
ん
だ
？
」

「
ラ
ン
ダ
ム
だ
か
ら
ね
～
。
ん
じ
ゃ
、
そ
ろ
そ
ろ
時
間
だ
か
ら
…
…
い
っ
て
ら

っ
し
ゃ
～
～
い
」

神
様
？
 
 

が
そ
う
言
う
と
、
俺
は
白
い
光
に
包
ま
れ
て
、
気
を
失
っ
た
。

Ψ気
が
付
く
と
、
目
の
前
に
は
荒
野
が
広
が
っ
て
い
た
。
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「
は
あ
？
」

俺
は
、
一
体
何
処
に
飛
ば
さ
れ
た
ん
だ
？

そ
う
思
っ
て
、
俺
は
辺
り
を
見
渡
す
。
し
か
し
、
目
の
前
に
広
が
る
の
は
、
た

だ
っ
広
い
荒
野
の
み
…
…
…
…
い
や
、
違
う
。

俺
の
目
に
写
っ
た
の
は
、
四
人
の
男
だ
っ
た
。
黄
色
い
異
様
な
格
好
を
し
た
中

年
男
が
三
人
に
、
白
い
学
生
服
の
よ
う
な
格
好
の
少
年
。

「
ど
う
い
う
状
況
だ
…
…
？
」

一
人
の
中
年
男
が
少
年
に
ナ
イ
フ
を
突
き
付
け
る
。

「
―
―
―
―
」

少
年
が
何
か
を
言
っ
て
い
る
が
、
俺
は
そ
れ
が
何
か
は
分
か
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
少
年
が
中
年
男
た
ち
に
何
か
を
手
渡
し
た
。

「
―
―
―
―
」

「
―
―
―
―
」

少
年
と
中
年
男
た
ち
は
何
か
を
話
し
、
そ
れ
か
ら
一
番
小
さ
い
中
年
男
が
少
年

を
蹴
り
上
げ
た
。

少
年
は
吹
き
飛
ば
さ
れ
、
ご
ろ
ご
ろ
と
砂
の
上
を
転
が
る
。

「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」
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「
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」

彼
ら
は
何
か
を
喋
り
続
け
、
そ
の
間
に
俺
は
彼
ら
に
近
づ
い
て
い
く
。
俺
は
彼

ら
の
会
話
を
聞
き
取
れ
る
位
置
ま
で
移
動
し
、
中
年
男
た
ち
が
刀
を
構
え
た
…

…
そ
の
時
。

「
待
て
ぃ
！
」

お
そ
ら
く
女
性
の
物
で
あ
ろ
う
、
怒
声
が
そ
の
場
に
響
き
渡
っ
た
。

「
っ
！
」

「
だ
、
誰
だ
っ
！
」

中
年
男
た
ち
が
、
う
ろ
た
え
て
叫
ぶ
。

「
た
っ
た
一
人
の
庶
人
相
手
に
、
三
人
掛
か
り
で
襲
い
掛
か
る
な
ど
と
…
…
そ

の
所
行
、
言
語
道
断
！

そ
ん
な
外
道
の
貴
様
ら
に
名
乗
る
名
前
な
ど
、
な
い
！
」

そ
う
言
っ
て
現
れ
た
、
こ
れ
ま
た
異
様
な
格
好
を
し
た
水
色
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
の
少
女
は
、
右
手
の
赤
い
槍
（
あ
れ
っ
て
、
ロ
ン
ギ
ヌ
ス
の
槍
か
…
…
？
）

で
中
年
男
た
ち
を
薙
ぎ
払
っ
た
。

「
な
ん
だ
な
ん
だ
。
所
詮
は
弱
者
を
い
た
ぶ
る
こ
と
し
か
出
来
ん
三
下
か
？
」

少
女
は
雄
弁
に
語
る
。

「
く
っ
…
…
お
い
、
お
前
ら
！
　
逃
げ
る
ぞ
っ
！
」
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中
年
男
た
ち
が
逃
げ
出
す
。

「
逃
が
す
も
の
か
！
」

そ
れ
を
、
少
女
が
追
い
か
け
る
。

「
あ
…
…
ち
ょ
っ
と
待
っ
…
…
」

さ
ら
に
、
そ
れ
を
俺
が
追
い
か
け
る
。

「
く
そ
っ
！
」

中
年
男
た
ち
が
馬
に
乗
っ
て
、
逃
げ
出
し
た
。

少
女
は
、
そ
れ
を
見
て
諦
め
た
ら
し
く
、
来
た
道
を
引
き
返
し
て
い
っ
た
。

「
う
ー
ん
…
…
あ
い
つ
ら
を
追
い
か
け
る
か
…
…
」

そ
う
言
っ
て
か
ら
、
俺
は
中
年
男
た
ち
の
後
を
追
い
か
け
て
い
く
。

…
…
相
手
は
馬
だ
け
ど
、
足
跡
を
辿
れ
ば
い
い
か
。

足
跡
を
辿
り
な
が
ら
、
歩
き
続
け
る
と
目
の
前
に
巨
大
な
建
造
物
が
立
ち
塞
が

っ
た
。
。

そ
れ
は
―
―
城
の
よ
う
な
物
。
…
…
と
は
言
っ
て
も
、
日
本
の
城
と
は
似
て
非

な
る
物
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
中
国
…
…
の
物
の
よ
う
に
思
え
る
。

「
ど
う
す
る
か
…
…
」

俺
は
、
と
り
あ
え
ず
城
の
門
を
叩
い
て
み
た
。
す
る
と
…
…
。

ぎ
ぃ
ぃ
、
と
。
門
が
開
い
て
、
中
か
ら
さ
っ
き
の
中
年
男
の
一
人
、
一
番
小
さ

い
奴
が
出
て
来
た
。
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「
あ
、
何
だ
？
 
 

て
め
ぇ
…
…
？
 
 

お
か
し
な
格
好
だ
な
。
売
れ
ば
、
相

当
の
金
に
な
ん
じ
ゃ
ね
え
か
？
」

ち
な
み
に
、
今
の
俺
の
格
好
は
赤
い
シ
ャ
ツ
に
黒
の
ジ
ー
ン
ズ
。
そ
の
上
か
ら

真
っ
黒
の
長
い
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
。

「
金
に
…
…
な
る
の
か
？
 
 

ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う
で
も
い
い
ん
だ
。

な
あ
、
俺
を
用
心
棒
に
で
も
し
て
く
れ
ね
ぇ
か
？
 
 

何
、
金
は
要
ら
ね
え
。

俺
は
異
国
か
ら
来
た
か
ら
、
こ
こ
の
こ
と
が
全
く
分
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
そ

れ
を
教
え
て
く
れ
れ
ば
い
い
。
あ
と
は
、
刀
を
五
、
六
本
く
れ
れ
ば
皆
殺
し
に

し
て
や
る
よ
」

「
…
…
あ
ぁ
？
 
 

何
言
っ
て
ん
だ
？
 
 

て
め
ぇ
」

「
聞
こ
え
な
か
っ
た
か
？
 
 

用
心
棒
に
し
ろ
っ
て
、
言
っ
た
ん
だ
け
ど
」

「
何
を
偉
そ
う
に
！
！
」

そ
い
つ
は
、
刀
を
取
り
出
し
た
。

「
は
あ
…
…
俺
は
用
心
棒
に
し
ろ
っ
て
…
…
」

「
ふ
ざ
け
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
！
！
」

そ
い
つ
は
刀
を
振
り
か
ざ
し
た
。

…
…
仕
方
ね
ぇ
な
。

「
何
っ
…
…
！
」

次
の
瞬
間
、
そ
い
つ
の
手
に
あ
っ
た
刀
は
俺
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
。
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「
て
、
て
め
ぇ
…
…
一
体
何
し
や
が
っ
た
！
？
」

「
何
も
し
て
ね
ぇ
よ
。
た
だ
お
前
が
弱
い
だ
け
だ
。
…
…
で
、
用
心
棒
の
話
だ

が
、
ど
う
す
る
？
」

「
…
…
ア
ニ
キ
に
聞
い
て
み
る
ぜ
」

「
よ
ろ
し
く
、
三
下
」

…
…
か
く
し
て
、
そ
の
ア
ニ
キ
と
や
ら
が
了
承
し
た
ら
し
く
、
俺
は
そ
い
つ
ら

の
用
心
棒
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ψと
り
あ
え
ず
聞
い
た
話
を
ま
と
め
て
み
る
。

こ
こ
は
お
そ
ら
く
西
暦
二
百
年
ご
ろ
の
中
国
。
い
わ
ば
、
三
国
志
の
時
代
ら
し

い
…
…
…
…
と
、
分
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
だ
け
。
い
や
、
あ
の
中
年
男
た
ち
が

盗
賊
だ
っ
た
っ
て
の
も
、
分
か
っ
た
か
。

「
さ
て
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
…
…
」

こ
の
ま
ま
、
こ
こ
に
い
続
け
る
と
、
多
分
賊
退
治
か
な
ん
か
の
標
的
に
な
る
よ

な
。

か
と
い
っ
て
、
行
く
宛
な
ん
て
無
い
し
な
。
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「
困
っ
た
な
」

そ
う
言
い
な
が
ら
、
俺
は
用
意
さ
れ
た
部
屋
の
床
に
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
、
錬
成

陣
を
描
い
て
い
く
。

「
…
…
…
…
っ
と
、
こ
れ
で
い
い
か
」

そ
の
錬
成
陣
の
中
央
に
、
貰
っ
た
刀
六
本
を
置
き
、
錬
成
陣
に
手
を
付
く
。

「
錬
成
…
…
」

赤
い
光
が
走
り
、
六
本
の
刀
が
あ
っ
た
場
所
に
は
二
振
り
の
黒
い
鎖
鎌
が
存
在

し
て
い
た
。

「
…
…
こ
れ
は
、
便
利
だ
な
」

そ
う
言
っ
て
か
ら
、
俺
は
鎖
鎌
を
コ
ー
ト
の
中
に
仕
舞
っ
た
。

「
…
…
暇
だ
な
。
城
ん
中
で
も
見
て
回
っ
て
お
く
か
」

俺
は
、
城
の
中
を
見
て
回
る
こ
と
に
し
て
、
部
屋
を
出
る
。
ま
る
で
城
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
、
殺
風
景
な
石
の
廊
下
を
歩
い
て
い
く
。
少
し
し
て
、
俺
は
木

で
出
来
た
柵
の
よ
う
な
物
を
見
つ
け
た
。
 

そ
の
向
こ
う
に
は
、
俺
と
同
い
年
く
ら
い
の
少
女
や
、
小
さ
な
子
供
た
ち
が
い

た
。

「
お
前
ら
、
こ
ん
な
所
で
何
し
て
る
ん
だ
？
」

「
私
た
ち
は
近
く
の
村
に
住
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
盗
賊
た
ち
に
襲
わ
れ
て
、
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こ
こ
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
の
で
す
」

そ
れ
を
聞
い
た
瞬
間
、
俺
は
異
常
な
目
眩
に
襲
わ
れ
た
。

…
…
マ
ジ
か
よ
、
と
呟
い
て
か
ら
、
俺
は
鎖
鎌
を
振
る
い
、
柵
を
切
り
裂
い
た
。

「
…
…
逃
げ
ろ
よ
。
こ
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
行
け
ば
、
外
に
出
ら
れ
る
か
ら
」

俺
は
来
た
道
を
指
し
て
言
う
。

「
で
、
で
も
…
…
途
中
で
盗
賊
に
見
つ
か
っ
た
ら
…
…
」

「
大
丈
夫
だ
。
見
つ
か
ら
な
い
」

「
え
…
…
」

「
絶
対
に
見
つ
か
ら
な
い
か
ら
、
俺
が
行
っ
て
か
ら
少
し
し
た
ら
、
逃
げ
ろ
よ
。

じ
ゃ
あ
な
」

そ
う
言
い
残
し
て
、
俺
は
来
た
道
を
戻
る
。

そ
の
途
中
で
会
っ
た
盗
賊
た
ち
に
、
宴
会
の
時
に
使
わ
れ
て
い
た
広
場
の
よ
う

な
場
所
に
来
る
よ
う
に
言
い
、
俺
自
身
も
広
場
に
向
か
っ
た
。

「
お
い
！
 
 

一
体
何
の
用
だ
？
」

俺
を
囲
む
よ
う
に
し
て
、
広
場
に
集
ま
っ
た
約
２
０
０
０
人
の
盗
賊
た
ち
が
言

う
。

「
…
…
…
…
…
…
」

俺
は
そ
の
問
い
に
対
し
て
、
答
え
る
か
わ
り
に
コ
ー
ト
の
中
か
ら
鎖
鎌
を
取
り
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出
す
。

「
な
、
何
を
す
る
つ
も
り
…
…
…
…
ひ
ぃ
っ
！
！
」

何
か
を
言
い
か
け
た
盗
賊
の
右
手
首
か
ら
先
が
飛
ん
だ
。

「
て
め
ぇ
！
！
」

盗
賊
た
ち
が
刀
を
構
え
る
。

「
…
…
…
…
…
…
…
…
」

俺
は
黙
り
込
ん
だ
後
、
小
さ
く
笑
っ
て
―
―
そ
れ
を
告
げ
た
。

「
零
崎
開
始
」

Ψ殺
し
た
く
な
い
け
ど
、
殺
し
た
い
。

な
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
。

簡
単
だ
。
殺
せ
ば
い
い
。

…
…
今
ま
で
と
同
じ
だ
。
衝
動
に
任
せ
れ
ば
い
い
。
ど
う
せ
失
う
物
な
ん
て
、

何
も
無
い
。

「
…
…
…
…
」
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俺
は
只
、
無
言
で
鎖
鎌
を
振
る
う
。

只
々
、
殺
戮
を
繰
り
返
す
。

自
分
以
外
の
全
て
を
殺
す
ま
で
、
止
ま
れ
な
い
。

イ
カ
レ
た
よ
う
に
、
壊
れ
た
よ
う
に
、
狂
っ
た
よ
う
に
―
―
。
赤
い
血
液
に
塗

れ
な
が
ら
。

け
れ
ど
…
…
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
周
り
が
赤
に
染
ま
っ
て
い
く
光
景
が
、
な

ん
だ
か
心
地
良
く
思
え
た
。

Ψ気
が
つ
く
と
、
辺
り
一
面
が
静
か
に
な
っ
て
い
た
。

さ
っ
き
ま
で
の
叫
び
声
す
ら
、
一
つ
も
無
く
…
…
只
々
、
静
ま
り
返
っ
て
い
た
。

俺
は
無
意
識
に
、
鎖
鎌
に
付
着
し
た
血
液
を
拭
う
よ
う
に
舐
め
る
。

そ
の
時
、
金
属
を
叩
き
合
わ
せ
た
よ
う
な
音
が
響
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
に
続
く
の
は
門
が
開
く
音
―
―
。

「
何
だ
…
…
！
？
　
こ
れ
…
…
」

声
が
し
た
方
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
先
ほ
ど
の
少
年
と
、
暗
い
紫
と
青
を
基
調

と
し
た
格
好
で
、
金
色
の
髪
を
巻
い
た
少
女
…
…
そ
の
他
、
鎧
の
よ
う
な
物
を

纏
っ
た
男
た
ち
が
い
た
。

「
何
が
あ
っ
た
と
い
う
の
！
？
 
 

答
え
な
さ
い
！
！
」

金
髪
の
少
女
が
叫
ぶ
。

そ
れ
に
対
し
て
、
俺
は
一
言
。

「
―
―
俺
が
殺
し
た
」
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そ
れ
を
言
い
終
え
た
…
…
そ
の
途
端
、
異
常
な
頭
痛
が
俺
を
襲
っ
た
。

「
く
…
…
そ
…
…
」

俺
は
そ
の
頭
痛
に
耐
え
切
れ
ず
に
、
倒
れ
込
む
。

―
―
そ
れ
と
同
時
に
、
金
髪
の
少
女
の
横
で
少
年
が
倒
れ
込
む
の
が
見
え
た
。

（
関
連
継
続
）
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第
一
章
…
…
「
（
非
）
」
（
後
書
き
）

こ
の
作
品
は
、
と
か
く
個
人
的
な
感
情
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
物
で
す
。

い
わ
ば
、
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｓ
」
の
代
わ
り
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
定
期
な
更
新
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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第
二
章
…
…
「
（
非
）
」

Ψ気
付
く
と
、
目
の
前
に
は
見
知
ら
ぬ
天
井
が
広
が
っ
っ
て
い
た
。

「
…
…
？
」

俺
は
覚
醒
し
切
ら
な
い
頭
を
フ
ル
稼
動
さ
せ
て
考
え
る
。

確
か
…
…
想
影
真
心
に
殺
さ
れ
て
、
神
様
だ
と
か
言
う
奴
に
会
っ
て
、
転
生
し

て
、
気
付
い
た
ら
、
荒
野
に
い
て
、
盗
賊
の
用
心
棒
に
な
っ
て
…
…
…
…
そ
う

だ
。

ま
た
―
―
―
―
殺
し
っ
ち
ま
っ
た
ん
だ
。

「
く
そ
っ
…
…
！
！
」

手
が
血
に
塗
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
れ
て
、
俺
は
吐
き
出
す
よ
う
に
言
う
。
そ

の
時
。

「
あ
ら
？
 
 

よ
う
や
く
気
が
付
い
た
の
ね
」

突
然
、
女
性
の
声
が
し
た
。

「
誰
だ
！
？
」
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俺
は
声
の
し
た
方
を
見
て
叫
ぶ
。

そ
こ
に
い
た
の
は
―
―
―
―
長
い
黒
髪
の
女
性
に
、
青
い
短
髪
の
女
性
、
そ
し

て
―
―
以
前
に
も
見
た
金
色
の
髪
を
螺
旋
の
よ
う
に
巻
い
た
少
女
。

「
誰
だ
、
と
は
ご
挨
拶
ね
。
あ
な
た
を
こ
こ
ま
で
運
ば
せ
た
の
は
私
な
の
だ
け

れ
ど
」

「
そ
れ
は
感
謝
す
る
。
そ
の
上
で
訊
く
が
、
こ
こ
は
何
処
で
、
お
前
は
誰
だ
？
」

俺
が
言
っ
た
途
端
、
黒
髪
の
女
性
の
表
情
が
変
わ
っ
た
。

「
貴
様
ぁ
！
！
 
 

華
琳
様
に
対
し
て
何
と
無
礼
な
！
 
 

今
す
ぐ
そ
こ
に
直

れ
！
 
 

叩
き
斬
っ
て
や
る
！
！
！
」

「
な
っ
！
？
」

「
死
ね
ぇ
！
！
」

ザ
ン
、
っ
と
大
太
刀
が
振
る
わ
れ
る
の
が
見
え
た
。

「
危
ね
ぇ
！
」

俺
は
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
で
そ
れ
を
避
け
て
、
金
髪
の
少
女
に
向
か
っ
て
言
う
。

「
あ
の
、
華
琳
さ
ん
…
…
だ
っ
け
？
 
 

あ
れ
、
止
め
て
ほ
し
い
ん
だ
け
ど
」

「
「
「
！
！
！
！
！
」
」
」

え
？
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「
き
、
き
…
…
貴
様
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
 
 

華
琳
様
の
真
名
を
軽
々
と
呼
ぶ
な
ど

と
！
！
」

黒
髪
の
女
性
が
大
太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。
今
ま
で
の
数
倍
は
速
い
。

や
ば
い
な
、
避
け
れ
そ
う
に
な
い
。

「
…
…
…
…
仕
方
な
い
か
」

「
死
ね
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
！
！
！
！
」

高
速
で
振
り
下
ろ
さ
れ
る
大
太
刀
―
―
俺
は
右
手
を
出
し
て
、
そ
れ
を
受
け
止

め
た
。

「
…
…
…
…
な
っ
！
？
」

「
俺
が
悪
い
ん
だ
ろ
う
と
は
分
か
る
ん
だ
け
ど
、
何
が
悪
い
か
分
か
ら
な
い
。

て
か
、
真
名
っ
て
何
だ
？
」

「
く
っ
、
こ
の
ま
ま
叩
き
斬
っ
て
や
る
！
！
」

無
視
で
す
か
…
…
…
…
は
い
。
分
か
っ
た
。

「
く
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
ぅ
」

や
ば
っ
、
力
負
け
す
る
…
…
！

そ
う
―
―
俺
が
少
し
ば
か
り
死
を
覚
悟
し
た
時
、

「
春
蘭
！
！
」
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怒
声
が
響
き
渡
っ
た
。

「
か
…
…
華
琳
様
」

黒
髪
の
女
性
が
動
揺
し
た
よ
う
に
言
い
、
刀
に
込
め
ら
れ
た
力
が
弱
く
な
る
。

「
剣
を
納
め
な
さ
い
」

「
で
す
が
、
華
琳
様
…
…
」

「
納
め
な
さ
い
と
言
っ
た
の
」

「
…
…
…
…
は
い
」

す
っ
、
と
刀
が
引
か
れ
た
。

「
…
…
助
か
っ
た
」

俺
が
言
う
と
、
華
琳
と
呼
ば
れ
た
金
髪
の
少
女
は
笑
み
を
浮
か
べ
て
言
っ
た
。

「
助
け
て
あ
げ
た
の
だ
か
ら
、
私
の
質
問
に
答
え
な
さ
い
」

「
ま
あ
、
そ
れ
く
ら
い
な
ら
い
い
け
ど
」

「
な
ら
良
い
わ
。
ま
ず
最
初
に
、
あ
な
た
の
生
ま
れ
た
国
は
？
」

「
日
本
…
…
だ
け
ど
。
い
や
、
こ
の
時
代
だ
と
倭
か
」

「
や
は
り
そ
う
い
う
こ
と
ね
…
…
。
春
蘭
、
一
刀
を
呼
ん
で
来
な
さ
い
。
今
す
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ぐ
に
」

「
は
い
っ
！
」

気
持
ち
の
良
い
返
事
を
し
て
、
黒
髪
の
女
性
は
去
っ
て
行
っ
た
。

…
…
…
…
…
…
。

長
い
沈
黙
。

「
…
…
…
…
」

正
直
、
気
ま
ず
い
。

「
連
れ
て
参
り
ま
し
た
！
！
 
 

華
琳
様
！
！
」

沈
黙
が
破
ら
れ
た
。

黒
髪
の
女
性
に
連
れ
ら
れ
て
き
た
の
は
、
前
に
盗
賊
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
っ
て

い
た
学
校
の
制
服
ら
し
い
物
を
着
た
少
年
。

今
思
う
と
、
こ
の
少
年
も
俺
と
同
じ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
華
琳
。
何
だ
よ
、
用
っ
て
」

「
一
刀
、
あ
な
た
は
こ
ん
な
服
装
に
見
覚
え
が
あ
る
か
し
ら
？
」

金
髪
の
少
女
は
俺
を
指
差
し
て
言
う
。

「
俺
の
い
た
世
界
な
ら
、
普
通
だ
な
」
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「
…
…
…
…
決
ま
り
ね
」

金
髪
の
少
女
は
静
か
に
笑
っ
た
。

「
あ
な
た
、
行
く
所
は
あ
る
の
？
」

 
「
い
や
、
用
心
棒
に
し
て
も
ら
っ
た
盗
賊
は
殺
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
今
は

無
い
」

「
な
ら
、
私
の
所
に
来
る
と
い
い
わ
」

「
華
琳
様
！
」

「
春
蘭
は
少
し
黙
っ
て
い
な
さ
い
」

「
む
ぅ
」

黒
髪
の
女
性
が
小
さ
く
見
え
る
。

ま
あ
、
そ
れ
は
置
い
と
く
と
し
て
。
こ
の
少
女
の
所
に
行
く
こ
と
に
何
か
利
点

が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
て
か
、
こ
の
少
女
は
誰
な
ん
だ
？

「
な
あ
、
名
前
を
訊
き
た
い
ん
だ
け
ど
」

「
普
通
、
名
を
聞
く
と
き
は
自
分
か
ら
名
乗
る
の
が
礼
儀
で
は
な
く
て
」

「
あ
…
…
」

ミ
ス
っ
た
。

「
ま
あ
い
い
わ
。
私
は
曹
孟
徳
よ
」
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…
…
…
…
。

「
は
？
」

「
だ
か
ら
、
私
は
曹
孟
徳
よ
」

「
い
や
い
や
、
曹
操
っ
て
言
っ
た
ら
三
国
志
の
…
…
…
…
」

い
や
、
こ
こ
は
そ
う
い
う
世
界
な
の
か
。

「
あ
な
た
も
操
の
名
を
知
っ
て
い
る
の
ね
」

「
え
…
…
い
や
、
そ
れ
は
」

「
ま
あ
、
そ
ん
な
こ
と
は
い
い
の
だ
け
れ
ど
。
そ
れ
で
、
私
の
名
を
知
っ
て
、

私
の
所
に
来
る
気
に
な
っ
た
？
」

「
…
…
…
…
そ
う
だ
な
。
衣
食
住
だ
け
は
確
保
し
て
く
る
ん
だ
ろ
う
な
？
」

「
そ
れ
は
、
あ
な
た
の
働
き
次
第
よ
」

「
オ
ー
ケ
イ
。
そ
れ
な
ら
、
十
分
だ
」

「
お
ぉ
け
い
？
」

「
分
か
っ
た
、
っ
て
意
味
だ
」

「
へ
ぇ
。
そ
う
ね
。
あ
な
た
、
名
は
何
と
言
う
の
？
」

「
零
崎
繰
識
」

ぜ
ろ
ざ
き
く
る
し
き
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「
真
名
は
？
」

「
無
い
…
…
い
や
、
真
名
が
親
し
い
間
柄
で
使
う
名
前
だ
と
す
る
な
ら
、
統
夜

と
う
や

だ
」

「
あ
ら
、
真
名
が
あ
る
の
。
一
刀
、
あ
な
た
、
真
名
は
本
当
に
無
い
の
よ
ね
？
」

「
あ
あ
。
多
分
、
そ
れ
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ー
ム
だ
」

「
ふ
ぁ
み
り
ぃ
ね
ぇ
む
？
」

「
真
名
み
た
い
な
物
だ
よ
。
ま
あ
、
そ
う
い
う
風
習
が
あ
る
所
と
無
い
と
こ
ろ

が
あ
る
け
ど
」

「
な
る
ほ
ど
ね
。
私
の
真
名
は
華
琳
よ
」

そ
れ
っ
て
…
…
…
…
。

「
読
ん
だ
ら
、
殺
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
…
…
？
」

「
当
た
り
前
だ
！
！
」

怒
声
。

「
春
蘭
」

金
髪
の
少
女
―
―
華
琳
の
一
言
で
黒
髪
の
女
性
が
大
人
し
く
な
る
。

「
助
か
っ
た
よ
。
華
琳
」
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「
貴
様
ぁ
！
」
」

「
…
…
…
…
春
蘭
。
い
い
加
減
に
な
さ
い
」

「
で
す
が
…
…
華
琳
様
ぁ
」

「
な
ら
、
統
夜
と
一
騎
打
ち
で
も
し
て
み
た
ら
ど
う
か
し
ら
」

…
…
は
？

「
な
る
ほ
ど
！
 
 

さ
す
が
華
琳
様
で
す
！
 
 

さ
あ
行
く
ぞ
、
零
崎
！
！
」

ず
る
ず
る
と
俺
を
引
き
ず
っ
て
い
く
黒
髪
の
女
性
。

い
い
加
減
こ
れ
面
倒
だ
な
。

「
な
あ
、
あ
ん
た
の
名
前
は
？
」

「
夏
侯
元
譲
だ
！
」

あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
夏
侯
惇
か
。

と
い
う
わ
け
で
、
俺
は
黒
髪
の
女
性
…
…
改
め
、
夏
侯
惇
に
引
き
ず
ら
れ
て
い

っ
た
。

Ψ
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強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
る
。

が
ち
ゃ
り
、
と
鈍
い
音
を
立
て
て
、
夏
候
惇
は
大
太
刀
を
構
え
た
。

「
て
か
さ
、
俺
武
器
無
い
ん
だ
け
ど
」

鎖
鎌
は
盗
賊
の
城
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
し
…
…
い
や
、
も

し
か
し
た
ら
壊
れ
て
し
ま
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
何
。
い
る
の
か
？
」

…
…
素
手
で
戦
え
と
で
も
？

「
刀
を
二
本
ほ
ど
、
貰
い
た
い
ん
だ
け
ど
」

華
琳
の
方
を
見
て
、
俺
は
言
う
。

「
そ
う
ね
。
春
蘭
に
勝
て
る
な
ら
い
い
わ
」

は
？

「
一
刀
、
武
器
庫
か
ら
刀
を
二
本
持
っ
て
来
な
さ
い
」

「
あ
あ
、
テ
キ
ト
ー
な
の
だ
な
」

そ
う
言
っ
て
制
服
の
少
年
（
こ
れ
も
面
倒
だ
な
）
は
走
っ
て
い
っ
た
。

さ
て
と
、
ど
う
や
っ
て
鎖
鎌
を
作
る
か
。

錬
金
術
を
見
せ
る
っ
て
の
は
ま
ず
い
し
な
。
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…
…
…
…
一
か
八
か
、
あ
れ
を
や
っ
て
み
る
か
な
。

て
か
、
勝
て
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
？

「
お
～
い
、
持
っ
て
来
た
ぞ
」

制
服
の
少
年
が
持
っ
て
来
た
二
本
の
刀
。

…
…
な
る
ほ
ど
。

流
石
は
曹
操
、
と
言
っ
た
所
か
。
業
物
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
悪
く
も
な

い
。
盗
賊
達
と
は
大
違
い
だ
。

「
じ
ゃ
あ
、
始
め
る
か
」

刀
を
受
け
取
っ
て
、
俺
は
言
っ
た
。

「
お
う
っ
、
待
ち
く
た
び
れ
た
ぞ
」

夏
候
惇
も
大
太
刀
を
構
え
る
。

「
よ
ー
い
…
…
…
…
」

ど
ん
っ
！
 
 

、
と
叫
ん
で
俺
は
後
ろ
へ
飛
ん
だ
。

「
な
っ
！
？
」

い
や
、
違
う
。
実
際
は
上
に
飛
ん
だ
ん
だ
。

太
陽
を
背
に
し
て
い
る
か
ら
、
俺
の
姿
は
誰
に
も
見
え
な
い
。

今
な
ら
、
錬
金
術
を
使
っ
て
も
分
か
ら
な
い
。
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赤
い
光
を
放
ち
、
二
本
の
刀
は
漆
黒
の
鎖
鎌
へ
と
変
わ
っ
た
。
（
ノ
ー
モ
ー
シ

ョ
ン
錬
成
成
功
だ
な
）

「
よ
っ
、
と
」

着
地
す
る
と
同
時
に
俺
は
鎖
鎌
を
高
速
で
振
り
回
し
て
、
螺
旋
を
描
く
。
風
を

切
る
音
が
響
く
の
が
心
地
よ
い
。

「
な
ん
だ
？
 
 

そ
れ
は
？
 
 

ど
こ
か
ら
出
し
た
？
 
 

二
本
の
刀
は
？
」

「
ま
あ
、
気
に
す
る
な
。
て
か
、
気
ぃ
抜
く
な
よ
。
負
け
る
ぞ
」

俺
は
地
面
を
蹴
り
、
跳
躍
す
る
。

「
誰
が
！
！
」

夏
候
惇
も
大
太
刀
を
構
え
て
、
突
撃
し
て
き
た
。

「
は
ぁ
！
！
」

夏
候
惇
の
刃
が
迫
っ
て
く
る
。

け
れ
ど
、
た
と
え
名
将
夏
候
惇
が
相
手
と
言
え
ど
も
、
俺
に
と
っ
て
は
こ
ん
な

勝
負
は
元
か
ら
意
味
が
無
か
っ
た
の
だ
。

「
…
…
…
…
」

俺
は
無
言
で
、
鎖
鎌
を
持
つ
力
を
抜
い
た
。

―
―
が
ぎ
ぃ
ん
、
と
鈍
い
音
が
響
い
た
。
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Ψ「
零
崎
繰
識
。
あ
れ
は
、
零
崎
人
識
が
血
統
書
付
き
の
殺
人
鬼
だ
と
す
る
な
ら
、

血
統
書
無
し
の
殺
人
鬼
」

「
そ
の
ま
ん
ま
じ
ゃ
な
い
の
か
」

「
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
が
、
あ
れ
は
元
来
殺
人
鬼
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
し

か
し
、
あ
れ
以
上
に
殺
人
鬼
の
名
が
相
応
し
い
者
は
い
な
い
」

「
意
味
が
分
か
ら
な
い
ぞ
」

「
簡
単
に
い
え
ば
、
あ
れ
は
殺
人
鬼
と
し
て
は
例
外
で
あ
り
、
そ
の
上
最
強
だ

と
い
う
こ
と
だ
」

「
で
も
、
俺
様
に
負
け
た
ん
だ
ろ
」

「
『
で
も
、
俺
様
に
負
け
た
ん
だ
ろ
』
。
ふ
ん
。
そ
う
だ
な
」

狐
の
面
を
し
た
男
は
心
底
愉
し
そ
う
に
言
っ
た
。

（
関
連
継
続
）
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第
二
章
…
…
「
（
非
）
」
（
後
書
き
）

一
刀
を
呉
か
蜀
に
行
か
せ
よ
う
か
な
と
か
思
い
ま
す
。

今
回
は
遅
か
っ
た
の
で
す
が
、
次
は
早
く
更
新
し
ま
す
の
で
！

で
は
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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